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旧朝日石綿工業横浜工場に係る石綿問題について 
 
  ２月８日、エーアンドエーマテリアル社が発表した、旧朝日石綿工業横浜工場（鶴見区）周辺

住民のアスベスト検診の結果を受け、受診先である横浜労災病院と県立循環器呼吸器病センター

に問合せを行い、その結果がまとまりました。 

 

１ 病院への調査項目 

   アスベスト専門外来受診者のうち「旧朝日石綿工業横浜工場周辺住民」と把握している方について、

年代別、性別、所見の有無、所見ありの方の診断名、本人や家族の職業歴について問合わせました。 

 

２ 病院調査結果 

平成１８年１２月末までの受診者は５４名で、胸膜肥厚斑の所見があった方は２８名、そのう

ち４名は、本人又は家族に石綿関連の職業歴がありました。その他２４名は、本人又は家族に石

綿関連の職業歴がないことが分かりました。 

 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 70歳以上 小計 計 
 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

受診者数 
0 2 2 2 7 4 7 10 10 10 26 28  

５４ ２ ４ １１ １７ ２０ ５４ 

所見あり 0 0 0 0 3 3 4 4 8 6 15 13 ２８ 

所見無し 0 2 2 2 4 1 3 6 2 4 11 15 ２６ 

 

３ 本市の対応 

   石綿関連の職業歴のない方で、胸膜肥厚斑の所見のある方が多く確認されたことから、一般

環境経由による石綿ばく露の可能性があった方に対する「健康リスク調査」として、早急に調

査の範囲等を確定した上で環境省と調整し、国の調査として実施する方向で検討します。 

＊環境省実施の「健康リスク調査」は、労働災害や労働者家族以外の健康被害者が報告された地

域で、石綿曝露の可能性があった者を対象に、「問診、胸部Ｘ線及び胸部ＣＴ検査等」を継続実施

し、石綿ばく露の地域的広がりや石綿関連疾患の発症リスクに関する実態を調査するもの。 

 
＜参考＞ 
１ ㈱エーアンアドエーマテリアル 
・平成１２年、㈱アスク(旧朝日石綿工業)と浅野スレート㈱が合併して発足 
・朝日石綿工業横浜工場：大正１３年開設、アスベスト建材等を昭和５０年まで製造 

所在地：鶴見区鶴見中央２丁目（現 公団住宅） 
・企業の社会的責任として周辺住民のアスベスト検診費用を負担している。（H18.5～） 

２ 胸膜肥厚斑（きょうまくひこうはん） 
  胸膜肥厚斑（胸膜プラーク）は、肺にある胸郭の内面の胸膜が斑状に厚くなったもので、両側で起こり、しばしば石灰沈着
を伴います。これは、石綿吸入による特徴的な変化です。 
 良性の変化であり、軽度であれば自覚症状もないことがほとんどで、経過は良好です。ただし、広範囲で生じると肺の動き
が制限され、活動時に呼吸困難が出ることがあります。 


